
平成１６年度予算編成 
 

自 平成１６年４月  １日 
至 平成１７年３月３１日 

 
  平成１６年度事業計画書（案）に基づき予算を編成する 
 
 
一、アジア諸国における孤児、母子、難民等に対する福祉、教育、救援等の業務の充実発展を図

るため、下記の予算を一般会計に計上する。 
 
  １．アジア諸国における孤児、母子、難民等に対する福祉、教育、調査、情報資料の収集、交
換並びに広報活動に要する経費 

  ２．アジア諸国の孤児、母子等の福祉、教育施設等の整備及びアジア諸国の教育関係者の教育
交流に対する助成費 

  ３．韓国、シンガポール、タイ、台湾等１６カ国の社会福祉関係者の招へい事業に要する経費 
  ４．「第２５回 定住インドシナ難民とのつどい」“愛と感謝のﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ”の開催に要する経費 
  ５．管理運営に要する経費 
  ６．基本財産及び運用財産の利息収入 
  ７．基本財産特別会計からの繰入金収入 
  ８．不動産貸付に係る賃貸料収入等 
  ９．機関誌“愛”等の刊行物の発行に対する（財）日本宝くじ協会の助成金 
１０．募金箱及び一般寄付金収入 
 
二、下記については、基本財産特別会計から一般会計に繰り入れる。 
 
  １．基本財産利息収入 
  ２．一円募金（募金箱）に係る収入等 
 
三、政府の委託事業として、日本が受け入れる定住インドシナ難民等の救援事業及び国内外の難

民等に対する支援事業を実施するため、１.から８.の予算を難民事業受託特別会計に計上する。 
 
  １．定住インドシナ難民の救援及びその他事業に係る受託事業収入等 
  ２．国際救援センター及び関西支部を含む事業本部の管理・運営に要する経費 
  ３．定住インドシナ難民の本邦定住の促進又は自活の援助を図るための以下の経費 
    （１）国際救援センターへの受入れ、日本語教育、社会生活適応指導、職業紹介の実施及び

職業訓練の委託等の業務に要する経費 
    （２）雇用促進に関する業務に要する経費 
    （３）定住手当、教育訓練援助金等生活援助費及び各種の就職援助費等の支給に要する経費 



    （４）社会適応上の諸問題についての相談指導及びコミュニティー活動を支援する業務に要
する経費 

    （５）日本語学習を支援するため、ボランティア団体等への教材の提供、及びボランティア
団体の日本語指導者の活動等の援助に要する経費 

    （６）その他本邦定住の促進又は自活の援助に必要な事業に要する経費 
  ４．条約難民及びその家族等に対し、本邦定住の促進を図るための以下の経費 
    （１）国際救援センターへの受入れ、日本語教育、社会生活適応指導、職業紹介の実施及び

職業訓練の委託等の業務に要する経費 
    （２）雇用促進に関する業務に要する経費 
    （３）定住手当等生活援助費及び各種の就職援助費等の支給に要する経費 
    （４）社会適応上の諸問題についての相談指導及びコミュニティー活動を支援する業務に要

する経費 
    （５）日本語学習を支援するため、ボランティア団体等への教材の提供、及びボランティア

団体の日本語指導者の活動等の援助に要する経費 
    （６）その他本邦定住の促進に必要な事業に要する経費 
  ５．難民認定申請者等が、難民認定などの決定を受けるまでの必要な保護を行うための経費 
  ６．インドシナ難民、条約難民、難民認定申請者、関係民間団体、関係地方公共団体等からの
各種の相談・問い合わせに対応する事業を行うための経費 

  ７．海外において難民支援事業を行うための経費 
  ８．知識・経験ともに豊富な国内外のボランティア要員を育成するための経費 
 
四、定住インドシナ難民等に対する寄付金の収入及び定住インドシナ難民援護費の支出に係る予

算を難民事業寄付金特別会計に計上する。 
 



収入の部

（単位：円）

区分 予算額 前年度予算額

１．基本財産利息収入 28,400,000 28,000,000

２．募金箱収入 3,500,000 3,000,000

当期収入合計（Ａ） 31,900,000 31,000,000

支出の部

（単位：円）

区分 予算額 前年度予算額

1．繰入金支出 31,900,000 31,000,000  一般会計へ繰出

2．基本財産繰入 0 0  基本財産利息

 募金箱

当期支出合計（B) 31,900,000 31,000,000

当期収支差額（A)－（B) 0 0

特別会計

摘要

摘要



収  入  の  部 （単位：円）

　　　　区　　　　分 予　算　額 前年度予算額 摘　要

１．定住及び救援事業 826,555,000 791,218,000

　　受託収入

（１）外務省委託費 639,770,000 638,298,000

（２）文化庁委託費 84,494,000 81,879,000

（３）厚生労働省委託費 102,291,000 71,041,000

２．雑　収　入 3,000 4,000

　　　受取利息 3,000 4,000

      当期収入合計 826,558,000 791,222,000

３．前期繰越収支差額 0 0

      収  入  合  計 826,558,000 791,222,000

難民事業受託特別会計



支　出　の　部 （単位：円）

　　　　区　　　　分 予　算　額 前年度予算額 摘　要

１．定住及び救援事業 826,558,000 791,222,000

（１）外務省委託費 639,771,000 638,300,000

　　イ. 人 　  件   　費 190,821,000 191,872,000

    ロ. 事 務 所 経 費 54,527,000 54,345,000

　　ハ. 庁            費 122,826,000 123,517,000

　　ニ. 諸     謝    金 123,754,000 122,866,000

　　ホ. 職  員  旅  費 28,099,000 30,933,000

　　ヘ. 生 活 援 助 費 117,399,000 112,473,000

　　 ト. 文化人等招へい費 2,345,000 2,294,000

（２）文化庁委託費 84,495,000 81,880,000

　イ.講師等謝金 57,264,000 57,695,000

　ﾛ.講師等交通費 2,929,000 2,929,000

　ﾊ.教材費等 16,458,000 16,807,000

　ﾆ.情報提供機能の充実・強化 7,844,000 4,449,000

（３）厚生労働省委託費 102,292,000 71,042,000

　　ｲ. 広域求職活動援助費 357,000 353,000

　　ﾛ. 移 転  援 助 費 5,348,000 4,792,000

　　ﾊ. 訓練受講援助費 32,849,000 22,394,000



（単位：円）

　　　　区　　　　分 予　算　額 前年度予算額 摘　要

　　ﾆ. 住宅確保奨励金 618,000 617,000

　　ﾎ. 公 共  訓 練 費 7,362,000 3,897,000

　　ﾍ. 雇用開発助成援助費 32,171,000 21,163,000

　　ﾁ. 就職援護事務費 23,587,000 17,826,000

　　　当期支出合計 826,558,000 791,222,000

　　　当期収支差額 0 0

２．次期繰越収支差額 0 0

　　　支　出　合　計 826,558,000 791,222,000



収  入  の  部                        　 （単位：円）

　　　　区　　　　分 予　算　額 前年度予算額 摘　要

１．寄付金収入 100,000 201,000

２．雑   収 　入 1,000 1,000

       受取利息 1,000 1,000

　　　当期収入合計 101,000 202,000

３．前期繰越収支差額 1,895,000 2,421,000

　　　収　入　合　計 1,996,000 2,623,000

支　出　の　部                        　 （単位：円）

　　　　区　　　　分 　 予　算　額 前年度予算額 摘　要

１．寄付金支出 653,000 711,000

 　    難民援護費 653,000 711,000

　　　当期支出合計 653,000 711,000

　　　当期収支差額 △ 552,000 △ 509,000

２．次期繰越収支差額 1,343,000 1,912,000

　　　支　出　合　計 1,996,000 2,623,000

難民事業寄付金特別会計


